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これから、しばらくこの紙面を借りてスプリング予備校を開設することにします。難しい事は正規の

大学に入学してから習うことにしてここは予備校、気楽に勉強して頂ければ結構。とかく予備校といえ

ば灰色のムードになりがちですが、その点、わが予備校はその名もスプリングほんわかとした気分のも

とで、どんなスタイルでも結構、数分間の授業をお楽しみください。とはいうものの新聞代をいただい

ている関係上、まず、最初はガチンと堅いお話から。 

○かたさ比べはこすること

かたさと言うと皆さんが思い出すのは、かたい・やわらかいということだろうと思います。いま、A

と B とがどちらがかたいかということを比較するには、誰しも考えることですが、A と B とをこすって

どちらに、きずが、付くかをおためしなさるだろうと思います。この点、天然に掘出される鉱物を利用

して作ったかたさのモノサシがあります。モースかたさといって、つぎの１０種類の代表鉱物を選び、

やわらかいものを１とし、かたいものを１０として区分されています。 

１、滑石   ２、石膏   ３、万解石   ４、蛍石   ５、燐灰石   6、正長石 

7、石英   8、黄玉石（トパーズ）   9、鋼玉（コランダム）   10、ダイヤモンド 

○金属のかたさはどの位か

これだけでは鉱物ばかりで見当付きにくいのは無理も有りません。それでは、われわれが日常使用し

ている金属のかたさをこのモノサシで測るとどの位になるでしょう、次に列記してみました。 

アルミニウム・金＝2.5  銅＝3  鉄＝3～4  工具鋼＝7～8  炭化タングステン合金＝9～10 

したがって、皆さん方が実用されているスプリングの材料としてはモースかたさで＝4～8 位であること

が推定されます。参考のために申しますと、ガラスは＝4.5～6.5 ですから焼入れした鋼（マルテンサ

イトはモースかたさ 7）はガラスにキズをつけることが出来ます。

○ダイヤを使った試験機

さて、このようにみますとダイヤモンドがこの世の中で一番かたいことがわかります。したがって、

ダイヤモンドにはハイスのバイトも超硬合金といえどもシヤッポ*１を脱がざるを得ないわけです。現在

使用されているかたさ試験機は、このダイヤモンドのかたさを利用して、一定の形状をした圧子で、一

定の荷重で相手の金属にキズを作り、そのキズの大きさを比較する方法がとられています。ビッカース

やロックウエルカタサ試験機がこれです。また方法は違いますがショアカタサ試験機もダイヤモンドを

利用しています。これらのカタサ試験機に付いてはおいおいと授業をすることにしましょう。 
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